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NIIのクラウド導⼊・利⽤⽀援
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クラウド移⾏にあたって⼤学が抱える課題
 クラウド導⼊への⼼理的な課題
 外部のクラウドに対するセキュリティ⾯、信頼性に対する

漠然とした不安
 研究教育にどのようにクラウドを活⽤できるのかが

わからない。→そのため、必要性を感じない。

 クラウド導⼊⽅法に関する課題
 クラウドサービスの導⼊や⽐較の判断基準がわからない
• 信頼性・セキュリティなどの⾮機能要件や、契約条件など技術以外

の要件まで考慮して仕様を決め、サービスを選択することの難しさ
 クラウドサービスに合った調達⽅法がわからない

 オンプレミスからの移⾏に関する技術的な課題
 これまで学内にあったサーバと同等の応答性能の確保
 クラウド利⽤時におけるセキュリティの確保
 クラウド上でのソフトウェア環境の構築には

⾼度な知識と技術が必要(特にIaaS)
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補⾜: クラウド導⼊への⼼理的な課題
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その他

ネットワーク回線の安定性・帯域の…

学内合意や学内規程の見直しが必要

費用面に課題がある

必要性を感じない

セキュリティ面・信頼性に不安がある

大学数

回
答

例

⽂部科学省: クラウドコンピューティングの
運⽤状況及び導⼊計画等について(2014年)

⽂部科学省: 平成26年度学術情報基盤実態調査(2015年3⽉公開)

⽂部科学省: 平成27年度学術情報基盤実態調査(2016年3⽉公開)

学外のクラウドサービスのセキュリティ、信頼性に対する漠然とした不安
 「クラウド化しない理由」の調査結果

不安の⼀因には情報不⾜があるのではないか



NIIの取組み
⼤学・研究機関のクラウド導⼊・調達・利活⽤

に向けたサポート

 主に、クラウド導⼊への⼼理的な課題・
クラウド導⼊⽅法に関する課題を解決
→ 学認クラウド 導⼊⽀援サービス

 主に、オンプレミスからの移⾏に関する
技術的な課題を解決
→ SINETクラウド接続サービス

クラウドゲートウェイ
オンデマンドクラウド構築サービス
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2018年度予定

2017年度予定

提供中

提供中
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学認クラウド 導⼊⽀援サービス
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学認クラウド 導⼊⽀援サービス
⼤学・研究機関がクラウドを選択する際の基準やその導⼊・

活⽤に関わる情報を整備・流通・共有するサービス

7

⼤学・
研究機関

クラウド
事業者

学認クラウド 導⼊⽀援サービス

 ⼤学･研究機関へチェックリスト
回答提供

 ⼤学･研究機関のニーズ把握
 その他（情報共有、

               ワークショップなど）

すべて参加事業者のみ利⽤可能

 チェックリスト回答の参照
 個別相談の実施
 スタートアップガイドの参照
 クラウド利活⽤セミナー参加
 その他（情報共有、

ワークショップなど）
太字は参加機関のみ利⽤可能

 仕様策定
 クラウドの調達

 ⼤学･研究機関向け
商品の提案

 チェックリスト回答の検証
 個別相談の実施 など
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チェックリスト
⼤学がクラウドを導⼊する際に確認すべきチェックリストを策定
 ⼤学・研究機関がニーズに合ったサービスを安⼼して導⼊できるように

チェックリストの項⽬を選択 (信頼性，セキュリティ，契約条件等)
→ ⼤学・研究機関の関⼼の⾼い項⽬の充実を図る

 NIIによる検証を経たチェックリストを⼤学に提供
 クラウド事業者は、⾃社のサービスの情報をチェックリストの回答

として提供し、NIIの検証を受ける
 ⼤学・研究機関は、NIIによって検証されたチェックリストの回答を

参照し、クラウドの導⼊検討や調達に活⽤
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⼤学・
研究機関

クラウド
事業者

 ⼤学･研究機関へ
チェックリスト
回答提供

 チェックリスト
回答の参照

 チェックリスト
回答の検証
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チェックリスト Ver.2.0
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チェック項⽬（⼤項⽬）詳細チェック
項⽬数 主な詳細チェック項⽬

商品 / サービスの概要 4 タイトル、製品概要など
運⽤実績 2 契約法⼈数、運⽤年数
契約申込み 12 ⽀払⽅法、ライセンス体系など
学認対応状況 2 Shibboleth利⽤可否、学認対応状況
信頼性 7 サービス稼働率の実績、計画停⽌の頻度など
サポート関連 5 サポート窓⼝、サポート回答時間など
ネットワーク・通信機能 9 SINET接続状況、通信の暗号化可否など
管理機能 11 稼働状況の⼀覧表⽰ツール、利⽤統計など
動作保証 3 利⽤可能OS、動作事例など
スケーラビリティ 6 資源の上限、作成可能なサーバ上限数など
データセンター 8 防犯設備、データの保存場所など
セキュリティ 10 セキュリティ対策、インシデント対応など
データ管理 10 データの多重化、ログなど
バックアップ 6 バックアップサービスの有無、リストアなど
クラウド事業者の信頼性 6 第三者認証、委託先での個⼈情報保護など
契約条件 6 責任範囲の明確化、損害賠償責任など
データの取り扱い 5 データの所有権 / 利⽤権、削除の⽅法など
データの引継ぎ 4 契約終了時の移⾏⽀援、イメージの移⾏性など



チェックリスト回答の参照

回答を参照するためのサービス利⽤機関向けwebページ
サービスや項⽬による検索・⽐較が可能
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チェックリスト回答からわかることの例
セキュリティ、信頼性 → かなり対応が進んできている項⽬も⾒られる
 不安の解消
 標準的な対応レベルの理解
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視点 チェックリストの項⽬ 対応度
⾼可⽤性機構の実装 M-1: データの多重化 100%

ネットワーク
セキュリティ機能の
実装

G-3: ファイアウォール利⽤可否
G-4: 通信の暗号化可否
G-6: IPアドレス制限可否
G-7: 専⽤ネットワーク セグメント利⽤可否

86%

データセンターの
堅牢化

K-1︓防犯設備
K-2︓⼊退室管理体制
K-3︓防災対策
K-4︓電⼒の監視
K-5︓ネットワークの監視

98%

第三者認証の取得
あるいは基準のクリア

E-7︓第三者認証（事業継続性）
K-6︓第三者認証（データセンター）
L-7︓第三者認証（セキュリティ）
O-2︓第三者認証の取得状況(経営･事業)

89%

（16社28サービスの回答による(検証中を含む))



個別相談
相談テーマの例
クラウドサービス導⼊前
• クラウドについての⼀般的な知識や市場の動向を知りたい。
• クラウドを導⼊した場合のコストメリットがどのくらいか知りたい。
• ⼤学・研究機関でのクラウド適⽤事例を知りたい。

クラウドサービス調査時
• 既存システムをクラウドに移⾏したいが何をすればよいかわからな

い。
• どのような点に注意してクラウド事業者を選べばよいかわからない。
• 具体的な業務・ワークロードのクラウド導⼊・移⾏⽅法を知りたい。
• チェックリストの内容および利⽤⽅法を知りたい。

仕様検討時
• チェックリストの内容を仕様書へ反映させる⽅法を知りたい。
• クラウド特有の要件を仕様書に書く必要があるが、どう書けばよいか

わからない。

もちろん、上記以外のテーマのご相談もお受けいたします。
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「学認クラウド 導⼊⽀援サービス」
利⽤機関募集中
申請⽅法はこちら

参加費は無料です
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http://cloud.gakunin.jp/
学認クラウド 検索



現在の利⽤機関・プロバイダ
参加⼤学・研究機関(26)
 慶應義塾
 横浜国⽴⼤学
 室蘭⼯業⼤学 情報メディア教育センター
 東京有明医療⼤学
 ⿅屋体育⼤学
 ⻄⽇本⼯業⼤学
 佐賀⼤学
 京都⼤学
 名古屋⼤学
 群⾺⼤学
 中京⼤学
 国⽴遺伝学研究所
 筑波⼤学
 九州⼤学
 中部⼤学
 宮崎⼤学
 広島⼤学
 千葉⼯業⼤学
 沖縄科学技術⼤学院⼤学
 岐⾩経済⼤学
 東北⼤学
 静岡⽂化芸術⼤学 他4機関
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クラウドプロバイダ(17)
 北海道⼤学情報基盤センター
 株式会社セールスフォース・ドットコム
 富⼠フイルムイメージングシステムズ

株式会社
 株式会社セシオス
 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
 株式会社ミライコミュニケーション

ネットワーク
 さくらインターネット株式会社
 NTTコミュニケーションズ株式会社
 クラウドエース株式会社
 ⽇本マイクロソフト株式会社
 ⽇本オラクル株式会社
 GMOインターネット株式会社
 ⽇本アイ・ビー・エム株式会社
 ニフティ株式会社
 富⼠ゼロックス株式会社
 アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社
 株式会社ねこじゃらし

 : チェックリスト回答提供中
 : チェックリスト回答検証中(近⽇公開)

(2017年3⽉9⽇現在、順不同)
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クラウド利活⽤セミナー
研究・教育のクラウド利⽤シーン

や現実の課題を想定したセミナー
をシリーズ化
 デモあるいはハンズオン付き
 クラウドプロバイダのご協⼒

15

回 ⽇時 テーマ 協⼒
第1回 1/29 クラウドを活⽤したモバイアプリケーション開発実習の実践 ニフティ
第2回 3/23 Microsoft Azure ではじめる⼤規模計算へのMATLAB活⽤ マイクロソフト
第3回 3/24 クラウドを活⽤したビッグデータ解析 アマゾンウェブサービス
第4回 5/12 Google のビッグデータテクノロジーを使ってデータを有効活⽤する グーグル
第5回 7/22 ⼤学･研究機関におけるクラウド型ファイル共有サーヒズ｢Box｣活⽤

のポイント 
Box, 三井情報

第6回 9/26 研究・教育分野における「Microsoft Azure」の活⽤と実践
(機械学習/ディープラーニング編)

マイクロソフト

第7回 12/21 クラウドの導⼊・利⽤に伴う法的課題と対応策 ~クラウトの゙
導⼊・利⽤についてのリーガル リスク低減の観点から 

渥美坂井法律事務所

第8回 1/17 SINETクラウド接続サービスを利⽤したAmazon Web Servicesの
活⽤⽅法

アマゾンウェブサービス

 2017年度も継続
 学認クラウド 導⼊⽀援サービス利⽤機関にオンデマンドビデオ配信あり
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スタートアップガイド
クラウドの導⼊を検討・計画している⼤学・研究機関の

教職員を対象として、クラウドの導⼊・活⽤に関わる情報を
まとめたガイドライン

16

⽬次

1. はじめに
2. クラウドとは
3. クラウドの導⼊
4. ⼤学・研究機関におけるクラウド利⽤料の⽀払い⽅法
5. ケーススタディ︓オンプレミスからクラウドへの移⾏
付録1 ⽤語集
付録2 ⼤学・研究機関におけるクラウド導⼊・利⽤の課題
付録3 NIIのクラウド関連サービス

⼀般公開中 http://cloud.gakunin.jp
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第2章 クラウドとは

17

クラウドの定義、特徴、利点などの⼀般知識の解説
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第3章 クラウドの導⼊(1)

18

クラウド導⼊の流れに沿って
学認クラウド 導⼊⽀援サービスとチェックリストを紹介
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第3章 クラウドの導⼊(2)

19

特にチェックリストの各項⽬の意味や、どう読んだらよいかを詳述
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第4章 ⼤学・研究機関における
クラウド利⽤料の⽀払い⽅法

20

ドル建･クレジットカード払への対応、⼊札の⽅法などを紹介
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第5章 ケーススタディ:
オンプレミスからクラウドへの移⾏

21

オンプレミスとクラウドで違いがあるため留意すべき項⽬
移⾏作業
移⾏後にクラウドの利点をさらに引き出すための施策



付録1 ⽤語集

22

JIS、ISO等の定義に準拠
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クラウド活⽤度の可視化
クラウド活⽤の効果を上げるための継続的取組み

• ⾃組織のクラウド活⽤度の現状を把握
• 現状に基づいて次段階に進むための施策を⽴案し実⾏

→ 共通の指標による⾃⾝の現状の可視化が必要

学認クラウド 導⼊⽀援サービス実施における共通指標の活⽤
 各機関の状況に応じたきめ細かいサービスの提供が可能
 導⼊⽀援サービス全体の効果の定量化

指標および調査⽅法確⽴に向けて多⾓的な視点から予備的な調査を試⾏
1. クラウド活⽤度調査の実績・知⾒を持つ調査会社の視点による調査

⼀般企業のクラウド活⽤度調査の⽅法論を持ち、海外・国内の調査実績
を有するIDCジャパン株式会社に依頼

2. ⼤学視点の調査
⼤学のクラウド活⽤度評価の研究を⾏っている広島⼤学の策定した調査
を実施 →次発表
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クラウド活⽤度の可視化: ご参考

24

 ｢ビジョン｣｢⼈材｣｢プロセス｣
｢テクノロジー｣の4つの特性を
成熟度の評価軸として設定して
おり、ユーザーアンケート調査
(2015年12⽉〜2016年1⽉に
実施)の結果を分析することに
よって、企業のクラウドの成熟
度を考察しています。

 国内ユーザー企業の44.2％が、クラウドの成熟度ステージ1〜2にあることが分か
りました。同ステージの企業は、クラウドの利⽤価値について、｢コスト削減｣
｢IT／業務の効率化」を重要視する傾向があります。

 ITの俊敏性向上など、コスト削減／効率化以上の効果を期待し、実現に取り組ん
でいる成熟度ステージ3〜5の企業は55.9％となりました。すなわち、クラウドを
利⽤中の国内ユーザー企業の半数以上は、クラウドを単なるコスト削減／効率化
の⼿段から、ビジネス強化のための基盤として考えるようになっています。

 IDCジャパンの調査結果 http://www.idcjapan.co.jp/Press/Current/20160915Apr.html
(出典︓IDC Japanプレスリリース「国内クラウド成熟度
に関するユーザー調査結果を発表」(2016年9⽉15⽇))
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SINETクラウド接続サービス

Copyright ©2017 National Institute of Informatics25



SINETクラウド接続サービス
 SINETに直結した商⽤クラウドサービスを⼤学・研究機関に提供

26

商⽤クラウドを⾼速・
安全に利⽤

ネットワークコストの
削減

(2017年1⽉現在)

提供中
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クラウドゲートウェイ
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クラウドゲートウェイ
研究教育に必要なクラウドサービスにワンストップでアクセスするための

ポータル機能を提供

28 Copyright ©2017 National Institute of Informatics

 ⼤学の教職員・学⽣は、⾃分が利⽤可
能なクラウドサービス（＝⼤学が法⼈
契約または個⼈が契約した
サービス）をサービスメニューを
通じて利⽤可能

 ⼤学管理者は、所属員向けの
サービスメニューを作成・提供可能
→ クラウド利⽤に対するガバナンス
→ ⼤学毎のローカライズ（API整備）

 学認に対応するサービスではシングル
サインオンが可能
→ クラウド事業者へ学認対応の

検討を呼びかけ

⼤学管理者

⼤学利⽤者（教職員・学⽣）

⼤学が法⼈契約
したクラウド
サービスを登録

• 登録されたクラウドサービスにアクセス
• 利⽤者が独⾃にサービスを登録することも可能

クラウド
サービス群



クラウドゲートウェイを使うメリット

利⽤者の⽴場から
もう迷わない︕
⾃分が使えるサービスを⼀覧できる

学術機関(IdP)の⽴場から
教員/職員の利⽤サービスについてガバナンスを

効かせられる
機関独⾃にポータルを⽤意する⼿間がない

サービス提供者の⽴場から
学認対応→ビジビリティの向上につながる

興味がおありの⽅はぜひ今すぐご⼀報を! 
cld-gateway-entry@nii.ac.jp
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オンデマンドクラウド構築サービス
（インタークラウド）
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オンデマンドクラウド構築サービス
（インタークラウド）
研究教育のためのクラウド環境をオンデマンドに構築。
SINET5 L2VPNを活⽤した⾼速かつ安全な通信を提供。

Copyright ©2017 National Institute of Informatics31

(2)

テンプ
レート

マシン確保
ソフトウェア

配備

SINET5 
L2VPN

(2)

テンプ
レート

SINET5 
L2VPN

(2)

マシン確保
ソフトウェア

配備⼤学 ⼤学

インタークラウド環境クラウド環境

 教員・研究者は、テンプ
レートを選択（または作
成）することにより、クラ
ウド環境を簡単に構築可能



利⽤例
講義・演習環境（VDI環境）
演習室端末をシンクライアント化し、VDI (Virtual 

Desktop Infrastructure)でクラウド上の計算機環境を利⽤
• 演習実施時の応答性
• 運⽤管理負担の効率化効果

32 Copyright ©2017 National Institute of Informatics

テンプ
レート

(2)

テンプ
レート

マシン確保
ソフトウェア配備

⼤学

クラウド環境

教員がテンプレートを選択（または作成）
することにより、演習⽤計算機環境を構築学⽣がVDI経由で演習室

端末から演習⽤計算機を利⽤

群⾺⼤学情報基盤センター
の講義・演習での利⽤を
計画中



まとめ
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ロードマップ

SINET5を活⽤したクラウド導⼊・利⽤⽀援を実施中
「学認クラウド  導⼊⽀援サービス」 提供中
クラウドゲートウェイの試験運⽤中
オンデマンドクラウド構築サービス（インタークラウド）

を整備中

34 Copyright ©2017 National Institute of Informatics

H27 H28 H29 H30

学認クラウド
導⼊⽀援サービス

クラウドゲートウェイ

オンデマンドクラウド構築サー
ビス（インタークラウド） 試験運⽤開発整備 本格運⽤

試験
運⽤開発整備 本格運⽤

本格運⽤実証実験

セミナー
チェックリストVer.2

スタートアップガイド



まとめ
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調達
導⼊検討

利⽤

NIIのクラウド関連サービスは、⼤学・研究機関のクラウド
利活⽤のライフサイクル全体に渡ってサポートいたします。

オンデマンド
クラウド構築

サービス
2018年度予定

クラウド
ゲートウェイ

2017年度予定
SINET

クラウド接続
サービス

提供中提供中
個別相談セミナー

スタートアップ
ガイド チェックリスト

学認クラウド 導⼊⽀援サービス



http://cloud.gakunin.jp/
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学認クラウド 検索


